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カッ パ150－S型1号機の光学的追跡について

一高速飛しょう体の光学的追蹄と関する研究（第22報）一

植村　恒義　・二虚．・’）本　芳孝　・鷹野　修二

t

　1．まえがき　　　 ．、．
D」

　カッパ150S型1号機は昭和33年4月8日午前10時

31分に発射角30度で飛しょう実験が行われた，

　ヵッパ150S型は，カッパV型およびW型のメイン・

ロケットとして使用される予定のカッパ150型ロケット

の燃焼状況，機体の安定度，およびランチング性能を調

べることを目的として飛しょう実験された．

　カッパ150S型1号機は全長3，　256mm，外径150　m皿・

重量68・　53　kg，重心位置59・2％のものである．光学的

追跡のため機体は螢光塗料で赤色塗装されているが発光

筒は付けていない．

　ロケットにはテレメータ送信機，レーダ・トランスボ

ンダ等を搭載せず，地上からの光学的追跡だけで観測を

行った．その結果をここに報告する．

2・　追跡撮影装置

した・詳しいデータは第1表に示す．

第1表　カメラデータ

　ランチャー付近の性能を調べる目的で16mm　Fastax

高速度カメラを高速度カメラ観測点に配置した．また

16mm　Filmoカメラおよびカビネ版固定カメラを高速

度カメラ観測点に配置した．

　追跡装置は南観測点に目盛撮影機のみをつけた15倍

手動装置を配し中央観測点にはロケット飛しょう状況お

よび燃焼状況を見るために250mmレンズを付けたMi・

tchellカメラをのせた15倍手動追跡装置（写真1），を配
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一追跡撮影カメラとして35m皿MitcheUカメラ
　　を取り付けカ7パ150S型以後使用を始めた一
　　写真1．15倍手動追跡装置（中央観測点）

3，　飛しょう観測

　カッパ150S型1号機の発射当時雲が割合低く，発射

後10・5秒で雲中に入り見えなくなった，

　続いて発射する予定であった150S塑2号機は天候不

良のため中止となった．

4．　観測結果の解析

1）　ランチャー付近の特性
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　16mm　Fastax高速度カメラは撮影速度1，500齢／秒，

101mmレンズを付加したので，約25、mの範囲にわた

って特性を知ることができた．

　撮影された画面より，変位一時間特性を，図式微分によ

り速度一時間特性を，さらに図式微分を行って加速度一時

間特性を得，変位一時間特性と速度一時間特性より速度一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　変位特性を得た．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　b）速度一時間特性　速度一時間特性を第2図に示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2図によるとランチャー離脱後0・4秒の範囲内では

　　　　　　　　　　　　　　　　　やはり実測値は計算値に比べわずかに下まわっているこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　とがわかる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　c）速度一変位特性　速度一変位特性を第3図に示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　これによると，ランチャー－ne脱の際の速度は，計算値
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　d）加速度一時間特性　加速度一時間特性を第4図に示

　　　　　　　　　　　　　　　　　す．

　　　　変位（L）一時間（T）曲線　　　　第4図によると発進直後がもっとも高い値を示し，194

　　　　　　　　　　　　　　　　　m／sec2となっている．ランチャー離脱では115　m／sec2そ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　約150m／sec2以上に比べ相当低い値となっている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）追跡装置による解析結果
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　a）飛しょう軌跡　150S型1号機の飛しょう軌跡を

　　　　　　　　　　　　　　　　　第5図に示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5図に示すごとく発射後3秒では計算値に比べ，実

　　　　　　　　　＿＿日i、p。lt、T、（s。、）　測値はわずかに遅れている．このことは高速度カメラの

速度（v）｝時間の曲線　　ランチ・一付近の解析結果でも同様の結果力咄ている．
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第5図　同　飛しょう軌跡
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　b）速度一時

間特性　速慶

時聞特性を第6

図に示す．

　第6図による

と最大速度は，

319

計算値と同じ発射後6秒で，

810m／secとなっている・　6秒

までの特性は計算値のほとんど

直線的変化に対して，実測値で

は少し曲っている．また減速は

実測値の方が計算値より少なく

なっていることがわかった．
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第6図　同速度（’V）一時閥（T〕曲線

　発射当日の天候が思った程良

くないため圃発射後10秒程で

見えなくなり，150S型が光学

的追跡だけで特性を調べなければならないことを考える

と，完全な軌跡を得ることがでぎなかったのは残念であ

った．

　しかしロケットエンジンの燃焼終了までの特性が得ら

れ，暴常は何も認められなかったので，それ以後も正常

に飛しLうしたものと思われる．　．　（1958．8．11）

カッパ150－T型1，2号機の光学的追跡について

一高速飛しょう体の光学的追跡に関する研究（第23報）一

植村恒義・伊藤寛治・鈴木忠男

　1．　ま　え　が　き

　カッ’q50T型ロケットは昭和33年4月24口午前9

時3G分に17｝機が秋田県道JII海岸において飛しょう実

験され，次いで同日午後1時に2号機が飛しょ．う実験さ

れた．

　このカッパ150T型ロ．ケットは昭和33年4月8口飛

しょラ実験を行った150S型ロケットにテレメータ送信

機，レーダ・トランスボンダ，加速度計，温度計等を搭

載し，飛しょう中の加速度，温度上昇等，ロケ7トの諸

特性を齪しレーダと地」：．tb・らの光学的追蹴より・

ケットの飛しょう径路を観測することを目的とした・

　ロt．、．トは，P｝機が重呈70・80kg，全艮3・．255m【n・

重心位置59．2．6，2号機が重量71．52kg，全長3，256

mm，重心位置58，8％のものである，

　光学的追跡は高速度カメラでランチ．ヤニ付近を．追跡．

装置でエンジン燃焼終了付近までを捉えることができ

』　＼．奪’／．・

2Defe？t・・x・リヲイルムマガジン

、艮騒籍

　識う

カッパ150T型以後南観測点において使用している15

倍手動追跡装置，旧来の追跡装置に比べ撮影カメラに
35mm　Mitchellカメラを用い，撮影レンズにCanoh
’BOOmm超長焦点レンズを使用したなど変っている．

　　　写真1．15倍手動追跡装置（南観測点）

79


